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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

本研究は、平成 27 年度入学生から適用されるカリキュラム において、初年次教育として各教

室の専攻必修科目として導入される「○○選修／専攻入門セミナー」の授業運営のあり方を、

社会科教室に所属する教員の立場から分析 ・検討したものである。本研究の前提として、すで

に社会科教室では、平成 22 年度カリキュラム施行時から、 1 年生を対象に、大学での勉学に慣

れ、積極的な読書習慣を身につけさせることを主たる狙い とした「社会科入門演習」を実施し

てきていた。本研究は、来年度からの「社会選修／専攻 入門セミナー」の導入にあたり、教員

養成系大学にふさわしい初年次教育を実現するために、「社会科入門演習」の経験を批判的に継

承しながら、各担当者の専攻領域の成果の活用をはかりつつ、 新たな社会科としての初年次教

育のあり方を構築することを目的としたものである 。  

 本研究は、以下のように進められた。  

まず、研究組織構成員の個々の専門領域の内容を、平成 27 年カリキュラムの「社会選修／専

攻入門セミナー」でどのように活用できるかを、研究代表者 ・分担者がそれぞれ担当した平成

26 年度の「社会科入門演習」の授業を実施するのに並行して分析・検討した。それらの成果に

ついては、研究会を実施して、各人の研究成果や授業実践での取り組み方等について、相互に

検討・議論を深めた。また、カリキュラム改訂特別委員会で検討が進められていた、「共通 5 回

分」の内容や進め方についても共通理解を形成するように努めた。  

ただ、残念ながら、配分された研究費の金額から、他の教員養成系大学における初年時教育

の実態調査や先進的な取り組みを進めている大学の状況調査については、着手することがで き

なかった。  

研究の成果は、報告書『社会科の特性を活用した教員養成大学における初年次教育の内容開

発研究―新カリキュラム「社会科入門セミナー」の充実のために― 』に集約した。「社会科入門

演習」の経験を踏まえつつ、新しい「社会選修／専攻入門セミナー」に向けての提言をまとめ

ることができた。なお、この報告書は、人文社会科学系の教員をはじめ、全学の多くの教員に

配布して、個々の教室における「入門セミナー」の実践の参考としてもらう予定である。  

 

 

研究成果発表方法  
[発 表論 文名 （口 頭発表 を含 む ）， 氏名 ，学 会誌等 名（ 投稿 中 ・ 投稿 予定 ・執筆 中） を記 入す る。 ] 

※ 本 経費 を用 いて 、報 告書 （ 冊子 等） を作 成し た場 合 には 、本 様式 とと もに 1 部 を 提出 する こと 。  

な お 、提 出さ れた 報告 書は 教 育実 践研 究推 進本 部を 通 じて 附属 図書 館へ 寄贈 す る。  

 

研究報告書『社会科の特性を活用した教員養成大学における初年次教育の内容開発研究―新カ

リキュラム「社会科入門セミナー」の充実のために― 』を作成した。  

 

 

 
 


